
2023年度第3回理事会議事録 

                            一般社団法人栃木県バスケットボール協会 

 

 １．招集年月日   令和5年9月21日 

２．開催日時及び場所 

（１）開催日時   令和5年10月24日火曜日午後６時半 

（２）開催場所   文星芸大附属高校総合研修センター 

３．理事・監事数及び出席理事・監事数 

（１）理事数    28人、特任理事数    2人 

（２）出席理事数   15人 

出席特任理事数  1人 

４．出席理事の氏名  

   小曽戸和彦、片桐晃、鎌田眞吾、鈴木克美、直井秀幸、渡邊諭、藤本光正、渡邊整、 

下島健一、阿久津宏一、大平幸造、渡邊明美、山田将樹、齋藤宣子、佐藤圭一 

５．出席特任理事の氏名  

   日向野剛 

 ６．報告事項 

 （１）活動報告 

    ①U12 後期トップリーグ戦開催について（U12阿久津部会長） 

    ②U15 第53回関東中学校バスケットボール大会結果について 

令和5年度栃木県中学校新人バスケットボール大会結果について 

後期リーグ戦・ジュニアウィンターカップ県予選開催について（山田理事） 

③U18 令和5年度全国高等学校バスケットボール選手権大会栃木県予選会について 

（U18直井常務理事） 

④社会人連盟 第6回全日本社会人O-40・50バスケットボール選手権大会関東ブロック予

選について前期オープンリーグ大会について 

第6回全日本社会人バスケットボール選手権大会栃木県予選会について 

（大平理事） 

       2023年度フレンドリーリーグ戦について（斎藤理事） 

⑤３ｘ３ 3x3OPEN・U18 日本選手権大会栃木県予選会について（専務理事） 

⑥大学 関東大学リーグ戦について（専務理事） 

⑦国体 鹿児島特別国体関東ブロック予選結果について（専務理事） 

⑧スポンサーシップ委員会 事業について（概要・申請書・協力企業・入出金の流れ） 

（片桐副会長） 

     大平理事より「現金で仮払いとあるが、具体的にはどういうことか？」との質問がある。 

     片桐副会長に代わって専務理事「いったん協会本通帳に入った協賛金の中から、経費等

で必要な額を現金にて中村さんにお渡しする。中村さんには、現金出納帳をつけてもら

い、二か月ごとにある監査を受けてもらう。」 

     「また、現在各カテゴリーには各大会に必要な経費について交付金にて支払い済みであ

る。したがって今回改めて申請書を出してというのは難しいかもしれない。」 

    これに対して、鎌田副会長より「そこら辺のところも含めて、改めてスポンサーシップ委

員会でもんでもらう必要がありますね。」との話があった。 

⑨BREX 現在の状況報告（山田理事） 

⑩協会関係（専務理事） 

    ・来年度予算について・・・予算データ記入用紙を昨年同様送るので、12月末までに提出

してほしい 

 



    ・新年会について・・・1月20日（土）に新年会を開催する。各種表彰やお披露目を企画

しているので該当者を報告してほしい。 

    ・役員選考委員会について・・・各カテゴリー・委員会より選考委員を10名程度選出する

ので、それぞれ１から2名程度推薦してほしい。ただし、各

カテゴリー・委員会において意思決定権のある方を推薦願い

たい。 

 ７．審議事項 

  第一号議案 R5年度U18優秀選手選考について 

  第二号議案 R6年度登録費の値上げについて 

 ８．議長の氏名 

  小曽戸和彦（会長） 

９．議事経過の要領及びその結果 

会長小曽戸和彦から、本日の理事会は定足数を満たしているので適法に成立する旨告げた

のち、会長小曽戸和彦が議長となり審議に入った。 

議長により、定款第30条第2項の規定により次の者を議事録署名人に選任したい旨を述べ、

議場に諮ったところ全ての理事の一致をもって次の者が議事録署名人に選出された。 

議事録署名人  山田 将樹 

    同     佐藤 圭一 

 

第一号議案  

 専務理事より説明。 

（内容）今年度の優秀選手選考について例年通りの高体連枠に加えて、新たに「ユース・ク

ラブ枠」を新設したい。ついては、資料の通りそれに関する選考規定及び優秀選手候

補を提示するので審議願いたいとの説明がある。 

これを議場に諮ったところ、満場異議なく原案通り可決決定した。 

第二号議案 

 専務理事より説明 

（内容）R6年度登録費について、JBAから頂いているD-fundの対象事業変更などの影響で来

年度の大会事業に対する補助金が得られなくなってしまう。また、協会事務所管理費

についても減額となるため、来年度よりチーム登録費ならびに競技者登録費双方を増

額（JBAと同額）させていただきたいという説明がある。 

    これを議場に諮ったところ、U12部会阿久津理事より「U12の年間事業費（赤字分）

が他と比べて多額なため参加費の値上げも検討していたが、登録費を上げることでそ

れを補うことができるのであれば登録費の増額に賛成である。」との意見が出た。そ

れに対して専務理事より「その点については心配ない。また、この値上げによって見

込まれる増収でぜひともお願いしたいことがある。それは、この夏の猛暑化で開催さ

れた大会の中で、空調設備のないところで大会を開催していた（会場費を削減するた

めに）カテゴリーがあったが、参加する選手や審判員など競技役員の安全確保等の観

点から、今後行われる来年度の体育館調整において、可能な限り空調設備のある会場

を取ってほしい。」との説明があった。 

これを議場に諮ったところ、満場異議なく原案通り可決決定した。 

  

以上ですべての議案の審議を終了したので、午後7時40分に閉会した。 

 

以上の議事のてん末を記録し、これを証するため署名押印する。 

 
 
 
 
 




